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同

好

会

紹

同

好

会

紹

同

好

会

紹

同

好

会

紹

介

 

ボ

ウ

リ

ン

グ

ボ

ウ

リ

ン

グ

ボ

ウ

リ

ン

グ

ボ

ウ

リ

ン

グ

同

好

会

同

好

会

同

好

会

同

好

会

は

、

本

年

4
月

1
日

に

発

足

し

ま

し

た

。

ボ

ウ

リ

ン

グ

を

介

し

て

会

員

相

互

の

親

睦

と

健

康

維

持

増

進

を

目

的

と

し

て

、

初

心

者

か

ら

上

級

者

ま

で

楽

し

み

な

が

ら

で

き

る

ボ

ウ

リ

ン

グ

を

毎

月

第

一

土

曜

日

10
時

か

ら

寝

屋

川

ボ

ウ

ル

バ

ロ

ン

で

定

期

的

に

開

催

し

ま

す

。

 
 

日

常

生

活

の

ス

ト

レ

ス

を

発

散

し

、

英

気

を

培

い

、

趣

味

悠

々

長

寿

ボ

ウ

ラ

ー

を

目

指

し

て

、

生

涯

ス

ポ

ー

ツ

ボ

ウ

リ

ン

グ

を

楽

し

も

う

！

を

合

言

葉

に

す

べ

く

継

続

的

な

活

動

定

着

を

願

っ

て

い

ま

す

。

又

日

本

プ

ロ

ボ

ウ

リ

ン

グ

認

定

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

に

よ

る

指

導

会

や

会

員

の

皆

様

が

大

い

に

楽

し

め

る

競

技

の

企

画

運

営

を

考

え

て

お

り

ま

す

。 

気

軽

に

体

験

参

加

も

歓

迎

し

ま

す

の

で

世

話

役

迄

ご

連

絡

お

願

い

し

ま

す

。

（

世

話

役

10
班

荒

木

、

9
班

二

宮

） 
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詩
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山

内

武

志

山

内

武

志

山

内

武

志

山

内

武

志

さ

ん

さ

ん

さ

ん

さ

ん    

寝

屋

川

地

域

で

詩

吟

活

動

を

さ

れ

て

お

ら

れ

ま

す

山

内

武

志

さ

ん

を

ご

紹

介

い

た

し

ま

す

。 

 
 

山

内

さ

ん

は

、

松

下

電

器

に

入

社

し

て

松

誠

寮

に

入

寮

し

た

時

、

二

反

田

寮

監

よ

り

詩

吟

の

手

ほ

ど

き

を

受

け

ら

れ

爾

来

、

詩

吟

と

の

縁

が

切

れ

ず

現

在

ま

で

続

い

て

お

ら

れ

ま

す

。 

長

年

続

け

る

こ

と

で

ラ

イ

フ

サ

イ

ク

ル

化

さ

れ

詩

吟

中

心

の

生

活

と

な

り

、

特

に

土

曜

日

曜

は

予

定

が

ビ

ッ

シ

リ

、

大

変

忙

し

く

飛

び

回

っ

て

お

ら

れ

ま

す

。 

山

内

さ

ん

は

関

西

吟

詩

文

化

協

会

に

所

属

、

副

会

長

を

さ

れ

て

い

ま

す

。

 
 

又

、

そ

の

下

部

組

織

で

枚

方

、

交

野

、

寝

屋

川

を

中

心

夢

中

人

 

 

カ

ラ

オ

ケ

カ

ラ

オ

ケ

カ

ラ

オ

ケ

カ

ラ

オ

ケ

同

好

会

同

好

会

同

好

会

同

好

会

は

、

平

成

23
年

4
月

に

、

再

ス

タ

ー

ト

し

て

か

ら

、

ま

る

3
年

が

過

ぎ

ま

し

た

。

現

在

の

会

員

数

は

、

発

足

当

初

の

14
人

か

ら

増

減

も

殆

ん

ど

無

く

て

、

堅

調

な

活

動

を

し

て

お

り

ま

す

。

例

月

の

参

加

人

員

は

10
人

前

後

で

、

和

気

藹

々

と

自

分

の

得

意

な

歌

？

を

熱

唱

し

、

歌

唱

力

の

向

上

を

図

る

と

共

に

、

日

常

の

ス

ト

レ

ス

も

発

散

し

て

お

り

ま

す

。

 
 
 

 

従

来

よ

り

健

康

法

と

し

て

も

歌

を

唄

う

こ

と

が

よ

い

と

い

わ

れ

て

お

り

ま

す

。 

 

さ

ら

に

最

近

マ

ス

コ

ミ

を

賑

わ

し

て

お

り

ま

す

徘

徊

等

の

ボ

ケ

防

止

に

も

効

果

が

あ

り

ま

す

。

歌

唱

曲

も

個

人

の

自

由

で

、

新

曲

か

ら

懐

メ

ロ

ま

で

バ

ラ

ェ

テ

ェ

イ

に

と

ん

で

お

り

ど

な

た

で

も

参

加

で

き

ま

す

の

で

、

入

会

を

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。 

（

世

話

役

11
班 

嶋

田

孝

美

） 

と

し

た

翠

川

会

と

い

う

四

百

名

強

の

グ

ル

ー

プ

の

会

長

も

さ

れ

て

い

ま

す

。 

習

い

事

の

良

さ

は

、

修

得

す

る

喜

び

、

上

達

の

目

標

が

持

て

て

、

そ

れ

を

通

し

て

人

と

の

交

わ

り

が

増

え

、

人

生

の

幅

が

で

き

る

こ

と

で

す

。 

詩

吟

は

、

腹

式

呼

吸

で

健

康

に

大

変

よ

く

、

気

管

系

の

持

病

を

持

っ

て

い

る

方

は

特

に

お

す

す

め

と

の

こ

と

。

大

き

な

声

で

吟

じ

る

練

習

を

通

し

て

言

葉

が

は

っ

き

り

し

て

会

話

に

説

得

力

が

付

き

ま

す

。 

脳

梗

塞

に

よ

る

軽

い

言

語

障

害

に

な

ら

れ

た

方

が

リ

ハ

ビ

リ

の

た

め

詩

吟

を

始

め

ら

れ

た

方

も

お

ら

れ

ま

す

。

そ

し

て

漢

詩

を

通

し

て

非

常

に

多

く

の

知

識

が

身

に

付

き

ま

す

、

 

現

在

、

東

北

コ

ミ

セ

ン

の

他

、

沢

山

の

教

室

を

開

き

教

え

て

お

ら

れ

ま

す

が

、

最

近

は

六

十

歳

以

降

習

い

始

め

る

方

が

多

く

そ

し

て

女

性

の

比

率

が

高

く

な

る

傾

向

だ

そ

う

で

す

。
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今

回

の

史

跡

巡

り

は

6
月

5
日(

木)

寝

屋

川

市

駅

西

口

ロ

ー

タ

リ

ー

に

集

合

し

て

「

寝

屋

川

市

内

パ

ー

ト

6
」

へ

と

出

発

し

た

。

前

日

に

近

畿

地

方

が

梅

雨

入

り

し

当

日

の

天

気

予

報

が

「

時

々

雨

」

の

影

響

も

あ

っ

て

参

加

者

は

30
名

と

少

な

め

で

し

た

。

コ

ー

ス

は

駅

か

ら

西

方

面

へ

高

柳

・

対

馬

江

・

仁

和

寺

本

町

・

淀

川

堤

防

か

ら

守

口

市

佐

太

中

町

付

近

ま

で

、

17
箇

所

を

巡

る

過

去

最

多

ク

ラ

ス

の

史

跡

巡

り

で

し

た

。

 
 

 
 

 

今

回

巡

っ

た

主

な

と

こ

ろ

第第第第

134134134134

回

史

跡

巡

回

史

跡

巡

回

史

跡

巡

回

史

跡

巡

りりりり    

は

、

雲

齊

寺

で

は

本

堂

に

て

ご

住

職

よ

り

昭

和

35
年

頃

に

松

下

電

工

の

臨

時

寮

だ

っ

た

当

時

の

写

真

や

お

話

を

お

聞

き

し

、

時

代

を

超

え

た

御

縁

を

感

じ

ま

し

た

。 

佐

太

天

神

宮

で

は

参

道

の

灯

篭

・

愛

宕

社

・

御

旅

社

・

明

治

天

皇

駐

輦

遺

趾

碑

・

稲

荷

社

・

石

の

神

門

や

境

内

に

あ

る

一

間

社

春

日

造

の

本

殿

・

淀

屋

奇

進

の

石

井

筒

・

白

太

夫

社

・

戎

神

社

・

筆

塚

・

蕪

村

の

句

碑

・

力

石

等

多

く

を

見

学

で

き

ま

し

た

。 

 

又

、

来

迎

寺

で

は

有

名

な

「

幽

霊

の

足

跡

」

の

特

別

拝

観

や

幹

・

枝

が

空

洞

の

臥

龍

松

や

府

重

要

美

術

品

指

定

で

鎌

倉

時

代

の

石

造

十

三

重

塔

も

見

学

で

き

ま

し

た

。 
当

日

は

雨

の

天

気

予

報

に

も

関

わ

ら

ず

傘

の

出

番

は

全

く

無

く

、

逆

に

午

後

か

ら

は

陽

射

し

も

出

て

暑

い

程

と

な

り

ま

し

た

。 

晴

れ

男

・

晴

れ

女

の

方

々

に

感

謝

・

感

謝

の

一

日

で

し

た

。

 
 

 

現

在

、

詩

吟

の

仲

間

で

、

麻

雀

、

ゴ

ル

フ

、

詩

舞

、

カ

ラ

オ

ケ

、

旅

行

な

ど

の

同

好

会

が

有

り

そ

れ

ら

に

参

加

し

な

が

ら

、

「

人

生

楽

し

く

生

き

生

き

と

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

さ

れ

て

い

ま

す

。 詩

吟

の

仲

間

を

募

集

中

と

の

こ

と

、

ふ

る

っ

て

参

加

し

て

上

げ

て

く

だ

さ

い

。 

雲齊寺本堂での解説 

来迎寺[幽霊の足跡] 

例月のカラオケ 

新ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ同好会 

山内武志さん 

詩吟教室の風景 


